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【目的】   
矯正歯科治療の目的として、形態と機能の調和を得ることが挙げられる。不正頃合者は、歯列  
や顎骨の形態的不調和に加え、顎口腔系、特に岨囁系の機能的な不調和を伴うことが多い。従っ  
て、矯正治療では、顎顔面形態や唆合などの形態的改善だけでなく、顎運動や岨噛筋活動などの  
機能的な調和を求めることが必要とされ、診断や治療計画を立てる上で、顎顔面形態と顎口腔機  
能の関連性の理解が重要となる。   
下顎骨の側方偏位を伴う症例では、形態的非対称に伴い機能的にも不調和が生じており、顎関  
節症との密接な関連も報告されている。しかし、その形態的不調和が、下顎運動に及ぼす影響に  
ついては、未だ不明な点も多い。   
そこで本研究では、日本人成人の限界運動時と岨噛運動時の下顎運動に関して、正常校合群、  
下顎骨側方偏位を伴う下顎前突群、下顎骨側方偏位のない下顎前突群の3群を比較することで、  
下顎骨側方偏位患者の下顎運動の特徴を明確にし、下顎骨の側方偏位が下顎運動に及ぼす影響を  
検証した。さらには、顎矯正手術によって形態的非対称を改善した顎顔面非対称の症例に対して、  
形態的特徴と機能的特徴の関連性を調べ、偏位改善後の形態的変化に伴った下顎運動の変化を分  
析し、形態と機能の関連性を検証することとした。   
【方法】  
研究1  
1．被験者：正常唆合者、下顎骨側方偏位を伴う骨格性下顎前突患者、及び下顎骨側方偏位を伴わ   
ない骨格性下顎前突患者のそれぞれ男女各13人を、男女別で3群に分類した。  
2．顎運動機能の記録と解析：顎運動機能検査機器ナソヘキサグラフを用いて、最大開閉口運動時、   
前方限界運動時、側方限界運動時、グミゼリー片側岨囁運動時の顎運動の記録と解析を行い、3   
群間の顎運動機能の比較、検討を行った。  
3．最大頃合力、頃合接触面積の記録：頃合力記録システムデンタルプレスケール＆オクルーザー   
を用いて、被験者に0．1mm厚の唆合力感圧フイルムの最大噛み締めを2秒間行わせて記録した。  
研究2  
1．被験者：下顎骨側方偏位が認められた骨格性下顎前突患者16名（男性6名、女性10名）。全て   
の被験者は下顎枝垂直骨切り術により下顎骨偏位と下顎前突を改善した。  
2．レントゲン写真の分析：初診時と保定開始時、正面レントゲン写真と軸位レントゲン写真を用  
いて、下顎骨の側方偏位量や下顎骨の長さ、下顎頭の位置を計測した。  
3．顎運動機能の記録と解析：初診時と保定開始時、顎運動機能検査機器ナソヘキサグラフを用い   
て、最大開閉口運動時、前方限界運動時、側方限界運動時の下顎頭運動範囲の計測、グミゼリ   
ー片側岨囁運動時の岨囁サイクルパターンを計測した。  
4．顎関節症の診査：初診時と保定開始時、被験者の顎関節機能に関して、問診と触診による臨床   
診査を行った。   
【結果】  
研究1  
1．下顎骨側方偏位群は、限界運動時において非対称な顎運動所見を示し、非偏位側下顎頭は運動   
制限を示した。  
2．グミゼリー岨囁運動時、岨噛周期は各群で特徴的な所見を示さなかったが、岨囁サイクル形態   
は、下顎骨偏位群では逆パターンの割合が多かった。  
研究2  
1．下顎骨側方偏位症例における形態的特徴と機能的特徴の関連性を調べた結果、顎顔面形態の非   
対称性と限界運動時における下顎頭運動範囲の非対称性との間には強い相関が認められた。  
2．下顎枝垂直骨切り術による形態的非対称の改善後、限界運動時における下顎頭運動範囲の非対   
称性にも改善が認められた。しかし、岨囁サイクルパターンは治療後も偏位側で逆パターンが   
多く認められ、岨噂パターンは変化しにくいことがわかった。  
3．開閉口運動時における顎関節雑音の発現頻度は偏位側で有意に高かった。治療前に顎関節雑音   
の所見を示した患者の64．3％で顎関節雑音が消失した。   
【結論】   
下顎骨の側方偏位を伴う症例は、形態的に垂直的な非対称を認め、これは機能的非対称に反映  
されていた。限界運動時の術後の変化では、下顎頭運動範囲の左右非対称性に改善が認められ、  
形態の改善に伴って機能的な改善がみられた。岨囁運動に関しては、岨囁周期は3群間で差を認  
めなかったが、岨囁サイクル形態は頃合状態の影響を受けており、下顎骨偏位群と下顎前突群は  
正常頃合群とは異なったサイクルパターンを示し、下顎骨偏位群では逆パターンが多かった。顎  
関節雑音の発現頻度は偏位側の顎関節において高い割合を示した。下顎枝垂直骨切り術による下  
顎骨側方偏位の改善後、形態と機能における左右差が改善され、顎関節雑音の発現頻度は有意に  
減少した。以上より、下顎枝垂直骨切り術は下顎骨の側方偏位を伴う症例に対して有効であるこ   
とが示唆された。   
論文審査結果の要旨   
一般に顎顔面形態と顎口腔機能との間には、密接な関係があるとされており、口腔領域  
においても、形態と機能との関係については様々な報告がされている。下顎骨側方偏位症  
例においては、顎顔面形態の非対称に伴って顎運動機能にも非対称を呈することが知られ  
ているが、巧・の詳細な関連性は未だ不明であり、さらには外科的矯正治療後の形態的変化  
に伴う機能的変化に関しても、その詳細は不明である。本研究では、下顎骨側方偏位症例  
における形態的特徴と機能的特徴に注目し、下顎運動を中心として顎顔面形態と顎運動機  
能との関連性を検討した。また、外科的矯正治療後の形態的変化に伴う機能的変化に関し  
て、形態分析と機能分析を行い、それらの因果関係の検討をした。   
〈研究方法について〉   
本研究においては、正常頃合群、下顎骨側方偏位を伴う下顎前突群、下顎骨側方偏位を伴  
わない下顎前突群の3群において、3次元6自由度顎運動解析システムを用いて限界運動時の  
下顎運動と岨囁運動時の下顎切歯の運動経路、デンタルプレスケールを用いて唆合力や頃合  
接触面積を測定し、それらを比較することによって、下顎骨側方偏位が顎運動機能に与える  
影響を検討した。さらには、過去の報告に基づいた方法で、外科的矯正治療後の形態的変化  
に伴う機能的変化をレントゲン写真分析と顎運動機能分析を行った。   
く下顎骨側方偏位症例における顎顔面形態と顎運動機能の関連性について〉   
下顎骨側方偏位群においては、形態的非対称の特徴として垂直的非対称があげられ、この  
特徴は機能的特徴に反映していた。外科的矯正治療による形態的変化に伴って、限界運動時  
の非対称性は改善が認められ、形態の改善に伴って機能的にも改善が認められた。岨境遇動  
に関しては、岨噴周期においては3群で特徴的な所見はみられなかったが、岨噛運動時の下  
顎切歯運動軌跡は頃合状態の影響を受けており、下顎骨側方偏位を伴う下顎前突群の偏位側  
岨囁において逆パターンの割合が高かった。顎関節雑音の発現頻度は下顎骨側方偏位を伴う  
下顎前突群の偏位側顎関節において高い割合を示したが、外科的矯正治療後にはその発現頻  
度は有意に減少し、顎運動機能の改善が示唆された。   
下顎骨側方偏位群においては、顎顔面形態の非対称性と顎運動機能の非対称性には密接な関連が  
認められ、形態における垂直的な問題が下顎運動の非対称性に関連していることが明らかとなっ  
た。また、外科的矯正治療による顎顔面形態の変化が顎運動機能に及ぼす影響についての検証は臨  
床的意義が深い。したがって、本研究は臨床と密接に関連した研究であることが高く評価され、本  
申請論文は博士（歯学）の学位論文に催するものと認めた。   
